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2017年にオープンした白を基調とした建物

今月の
　記念日

材料（１人分）
■ 精米70ｇ、もずく10ｇ、鶏肉15ｇ、干ししいたけ0.5ｇ、うすあげ５ｇ、
にんじん10.3ｇ、油0.5ｇ、砂糖１ｇ、塩0.2ｇ、濃口醬油４ｇ、酒２ｇ、
だし昆布0.5ｇ、削り節１ｇ、水84ｇ

①米は洗って30分ほど水に浸し、ザルにあけて水気を切っておく。
②もずくは２㎝に切り、干ししいたけは水で戻す。
③うすあげは半分にして細かく刻み油抜きし、にんじんは千切りにする。
④鶏肉は濃口醬油・酒の一部で下味をつけておく。
⑤水にだし昆布を入れ、煮立ったら削り節を入れてだしをとる。
⑥油を熱し、もずく以外の材料を炒め、調味料で味つけをする。
⑦米・だし汁・もずくを入れて炊く。

作り方

　折からの世界恐慌のもと押し寄せた人員削減と賃下げ。仲間の雇用、働く
者のくらし、そして誇りを守るために立ち上がる梅丸歌劇団。「お客さまのた
め」ストに反対する仲間も。しかし、「一番大切なんは自分自身。自分を大切
にできない人間は会社やお客様を大切にはできません」とストライキ突入を宣
言した大和礼子の思いは、住民福祉の向上と自らの労働条件向上を重ねあわせ
る私たちの民主的自治体労働者論にも通じるものだ。

　国連が制定したInternational Day for Tolerance（国際寛容デー）は、毎年11月16日に開催される特別な日
です。この日付は、1995年にユネスコが寛容に関する原則を定めた「寛容に関する宣言」が採択されたことを記
念して選ばれました。この宣言は、人権、文化の多様性、および平和を促進するために、寛容と尊敬を強調して
います。国際寛容デーの制定の背景には、世界中の紛争、人権侵害、差別、偏見を軽減し、互いに尊敬し理解す
る社会を築くことが求められているという認識があります。この記念日は、寛容を促進し、人々が平和で共存す
る世界をめざす上で非常に重要です。

自分を大切にできない人間は
会社やお客様を
大切にはできません

11月16日
国際寛容デー

　

パ
リ
の
美
し
い
街
並
み
が
存
分
に
楽
し
め

る
作
品
で
す
。
運
転
手
の
シ
ャ
ル
ル
は
、
お

金
も
な
い
、
休
み
も
な
い
、
そ
の
上
免
停
寸

前
の
崖
っ
ぷ
ち
状
態
。
そ
ん
な
彼
に
舞
い
込

ん
だ
の
は
、
92
歳
の
マ
ド
レ
ー
ヌ
を
パ
リ
の

は
ず
れ
に
あ
る
介
護
施
設
に
連
れ
て
行
く
仕

事
で
し
た
。
車
に
乗
り
込
ん
だ
彼
女
に
「
寄

り
道
し
て
く
れ
な
い
？
」
と
頼
ま
れ
、
シ
ャ

ル
ル
は
嫌
々
な
が
ら
も
、
生
家
や
戦
後
働
い

た
劇
場
跡
、
若
い
頃
暮
ら
し
た
場
所
…
と
パ

リ
中
を
車
で
巡
る
は
め
に
。
一
方
の
マ
ド
レ

ー
ヌ
は
車
の
中
で
初
対
面
の
シ
ャ
ル
ル
に
自

分
の
半
生
を
語
り
始
め
る
の
で
し
た
。
16
歳

の
時
に
米
兵
と
恋
に
落
ち
妊
娠
す
る
も
彼
は

大和　礼子（蒼井　優）
（NHK朝ドラ「ブギウギ」より）

「
パ
リ
タ
ク
シ
ー
」

「
パ
リ
タ
ク
シ
ー
」

終
活
に
向
か
う
マ
ダ
ム
の
依
頼
は
パ
リ
を
横
断
す
る

〝
寄
り
道
〞
だ
が
そ
の
道
の
り
は「
ま
さ
か
」の
連
続
で
…

もずくご飯

貝塚市職労　瀬戸　真一さん

協力：現業評議会・給食部会

　

自
然
豊
か
な
市
の
南
部
に
人
と
動
物
が

共
生
で
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
大
阪

府
の
拠
点
施
設
と
し
て
、「
大
阪
府
動
物

愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
」（
愛
称
：
ア
ニ
マ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
大
阪
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
保
護
さ
れ
た
動
物
と
の

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
優
し
い
心
を
育
む

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
り
、
新
し
い
飼
い
主

と
保
護
さ
れ
た
動
物
を
つ
な
ぐ
参
加
型
イ

ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
ア
ニ
マ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
大
阪
」っ
て
？

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、
政
令
・
中
核
市

除
く
府
内
37
市
町
村
か
ら
飼
い
主
の
い
な

い
犬
や
猫
が
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

動
物
管
理
エ
リ
ア
は
、
き
れ
い
な
ス
ペ

ー
ス
で
屋
根
付
き
運
動
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
動
物
に
触
れ
て
命
の
尊
さ
を
感

じ
て
、
正
し
い
飼
い
方
を
学
ん
で
も
ら
う

コ
ー
ナ
ー
。
猫
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
リ
ビ
ン

グ
の
よ
う
な
部
屋
で
触
れ
あ
え
る
工
夫
な

ど
、
楽
し
く
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
。

人
の
意
識
を

変
え
る
こ
と
が
大
切

　

コ
ロ
ナ
禍
で
新
た
に
ペ
ッ
ト
を
飼
う
人

が
増
え
て
い
ま
す
。
動
物
を
捨
て
る
の
は

す
べ
て
人
な
の
で
す
。
私
た
ち
の
意
識
を

変
え
な
い
と
セ
ン
タ
ー
で
保
護
さ
れ
る
動

物
は
減
り
ま
せ
ん
。
猫
や
犬
と
触
れ
あ

い
、
新
た
な
「
気
づ
き
」
が
あ
る
か
も
。

117

動物とのふれあいを通じ
正しい知識、命の尊さ学ぼう

アニマル
ハーモニー大阪
羽曳野市

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
も

帰
国
し
た
こ
と
、
そ
の
後
子
連
れ
で
結
婚
し

た
相
手
が
息
子
に
暴
力
を
振
る
い
始
め
た
た

め
過
激
な
方
法
で
夫
へ
の
復
讐
を
決
行
し
た

こ
と
、
そ
の
こ
と
で
裁
判
で
禁
固
25
年
の
刑

を
受
け
た
こ
と
…
。
思
い
出
の
場
所
を
訪
れ

る
度
に
彼
女
の
波
乱
に
満
ち
た
過
去
が
明
ら

か
に
な
り
、
そ
れ
に
心
を
動
か
さ
れ
た
シ
ャ

ル
ル
は
、
先
の
見
え
な
い
生
活
や
愛
す
る
家

族
に
会
え
な
い
つ
ら
さ
を
語
り
出
し
ま
す
。

最
後
ま
で
〝
ま
さ
か
〞
の
出
来
事
が
重
な

り
、
ふ
た
り
の
偶
然
の
出
会
い
は
人
生
を
変

え
る
数
時
間
に
な
る
の
で
し
た
。

　

一
目
で
〝
た
だ
者
じ
ゃ
な
い
〞
と
分
か
る

マ
ド
レ
ー
ヌ
。
彼
女
は
、
戦
後
か
ら
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
運
動
が
盛
ん
に
な
る
70
年
代
を
生

き
、
理
不
尽
な
世
の
中
に
毅
然
と
し
て
立
ち

向
か
い
ま
し
た
。
闘
う
女
性
た
ち
の
姿
も
描

か
れ
、
そ
の
人
生
は
時
代
の
象
徴
と
も
い
え

ま
す
。
歌
手
・
女
優
で
自
身
も
94
歳
の
リ
ー

ヌ
・
ル
ノ
ー
、
映
画
監
督
で
コ
メ
デ
ィ
ア
ン

の
ダ
ニ
ー
・
ブ
ー
ン
、
二
大
ス
タ
ー
の
名
演

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

２
０
２
３
年
４
月
に
公
開
。


